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研究結果の概要 

 

■実験環境の構築 

 気流によって液または固体の薬剤が供給さ

れる様子を可視化するため，実験観測システム

を改良した．本研究で作成した定容容器を図 1

に示す．詳細な噴霧観察を可能にするため，4

方に観察窓を設置し，ノズル出口を観察できる

形状とした．観察窓の可視範囲はφ100 mmで

ある．負圧耐圧仕様とすることで，吸気に対応

できる．  

 可視化では，高速度ビデオカメラによる直接

撮影により噴霧機構を測定する．高圧調整装置

や遅延パルス発生装置を追加し，広範囲の実験

条件に対して，高精度な測定が可能となった． 

 

■数値計算環境の構築と整備 

 実験と同じ対象を解析するための数値計算

環境を構築した．液体や固体の薬剤が分散する

様子を再現可能である．大学内のワークステー

ションおよび外部機関のスーパーコンピュー

タまたはクラウドコンピューティング環境に

おいて，同じシミュレーションを実施できる環

境を整備した．要求される精度や時間に対応し

て，柔軟に実行環境を選択できる． 

今後の展開 

 本研究を通じて開発した実験および解析システムを利用し，県内企業等を中心とした産業界と

の協力を強化し，社会に貢献する研究教育を展開する。 

 

 

図 1 噴霧観察用定容容器 

 

図 2 数値計算結果例（薬剤分布と周囲の流速） 


